
 障がい児（者）等に関する歯科保健事業 

 

１ H26年度の取り組み状況 

 

１）障がい児（者）歯科診療協力医リストの作成  （参考資料） 

２）歯っぴー事業  （別紙） 

就学前の障がい児を対象にフッ化物塗布や口腔衛生指導を実施 

       【実績】 ２８回  １００人 

 

３) 障がい児歯科相談 

児童発達支援サービス利用者を対象に歯科相談を実施 

（横手・城東・中島・麻生田保育園の４ヶ園） 

       【実績】 ２７回  １３９人 

 

４）障がい児者施設での健康教育等 

施設からの依頼により、施設職員や利用者対象に口腔ケアの必要性や歯科

疾患予防に関する健康教育を実施 

（子育て支援センター、障がい児親の会、療育サロン、向陽台病院、 

済生会福祉センターなど） 

       【実績】 １４回  ２６９人 

 

５）研修会の実施 

障がい児・者の口腔保健に対する理解を深める事を目的として、保護者や

施設職員、歯科関係職種を対象として実施  

       日時：平成２７年２月１４日(土) １０時～１１時３０分 

       内容:「障がい児（者）の口腔疾患の予防と環境づくり」       

        講師：松本歯科大学障害者歯科学講座教授 小笠原 正先生 

           参加者：77 人（施設職員、保護者、歯科衛生士、8020 推進員等）  

 

 

２ H27年度の取り組み予定 

１）～ 4） 継続実施 

資料２ 


